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エグゼクティブサマリー

■ ■ ■ ■ ―― はじめに ―― 
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当社は、1909年の創業以来、段ボールの製造・販売を柱に事業の基礎を固めた後、2000年頃から「パッケージ」をキーワードとする多角化を推し進
め、海外事業展開を強化し、レンゴーグループとしてヘキサゴン経営を確立しました。物流に欠かせない多様な包装資材を国内外で提供することで、
社会に貢献しています。

また、当社グループは、従来から環境負荷の少ない生産体制の構築に努めており、主力製品である段ボールをはじめとするセルロース由来の環境に
優しい製品の供給に加え、石油化学由来の包装製品についても環境負荷に配慮した製品の開発を通じて、地球環境問題や社会的課題の解決を強く
意識して事業を行ってまいりました。

これらの歴史を踏まえ、新たな進化を目指して、創業120周年にあたる2030年3月期までの5カ年で価値創出基盤の強化を図るとともに、マテリアリ
ティ（重要課題）への取組みとグループ経営の進化/深化を図る上での指針となる中期ビジョン「Vision120（ビジョンイチニーマル）」を策定しました。

拡大した事業規模を活かし、事業内容を質的に強化することで、長期的な視点で創出価値の増大、新たな価値の創出を目指します。
このビジョンを通じて、持続的な成長と社会的な存在価値の向上を実現し、ステークホルダーの期待に応えてまいります。
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当社グループのマテリアリティ

(1) 「パッケージプロバイダー」としての新たな価値創出

(2) 地球環境との共生

(3) 人を中心におく経営

(4) 持続的成長に向けた経営基盤の強化

グループ経営の進化/深化

(1) 一貫体制の進化/深化

(2) グローバル経営の進化/深化

2030年3月期
主な財務指標

売上高

12,000億円

経常利益

720億円

EBITDA

1,350億円

営業利益

700億円

ROE D/Eレシオ

8.5％ 0.7倍



THINK2050

5年間のメインテーマ

2050年の未来にも新たな価値、より大きな価値を提供し続けられるように、
創業から120年目となる2030年までの５カ年をその基礎固めの期間と捉え、
より強固な価値創出基盤の確立に向けて、グループ一丸となって邁進してま
いります。

2025年4月～2030年3月
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2030

2040

価値創出基盤の強化

創出価値の増大

新たな価値の創出

2025
Phase 01

Phase 02

Phase 03

CREATING THE FUTURE THROUGH PACKAGING

包装で未来を創る

■ ■ ■ ■ ―― はじめに ―― 



ゼネラル・パッケージング・
インダストリー

基本理念 土台となる価値観

6

パッケージは、消費者の手元へ商品が届くために欠かせないモノです。私たちは、お客様の商品を装い、包み、守ることで社会に貢献しています。
このビジョンは、人本主義（人を中心におく経営）をグループ経営の根幹に据え、環境経営で常に業界をリードしながら、あらゆる包装ニーズに対して総合的なソ
リューションを提供し、世界の物流と人々の暮らしを支え、明るい未来を創ることを基本理念としています。
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Less is more.

人本主義
（人を中心におく経営）

2050年の未来においても価値を創出し続けられる、より
強固な基盤を形成。

新たな市場を創出するクリエイティブな「パッケージプロ
バイダー」として、あらゆる産業の全ての包装ニーズに対
応。

資源を有効活用し、地球環境への負荷を低減しながら、
高品質で付加価値の高いパッケージを提供。

他者に対するEmpathy（共感）およびSympathy（惻隠
の情）を重んじ、DEI＊の考えのもと、従業員の多様な個
性を尊重かつ受容し、全要素生産性の向上を図る。これ
により生み出される付加価値を従業員に適切に分配し、
次の成長につなげる「成長と分配の好循環」を持続的に
実現。

＊Diversity（多様性）、Equity（公平性）、Inclusion（包摂性）の頭文字。

■ ■ ■ ■ ―― はじめに ―― 
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■ ■ ■ ■ ―― ビジネスモデル ―― 



価値創出基盤 ヘキサゴン経営

■ ■ ■ ■ ―― ビジネスモデル ―― 
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当社グループは、「ゼネラル・パッケージング・インダストリー＝GPIレンゴー」を標榜し、あらゆる産業の全ての包装ニーズにソリューションを提供する「パッケー
ジプロバイダー」として、6つのコア事業を軸に構成する体制をヘキサゴン経営と呼んでいます。六角形を構成する各コア事業をさらに強靭化するとともに、各事
業間の水平連携、垂直連携を高めることで包装に関するビジネスチャンスを逃さずつかみ、持続可能なバリューチェーンの確立と付加価値創出力の強化に取り
組んでいます。
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製紙事業* パッケージへのこだわりは、ベースとなる製紙から。

段ボール事業* パイオニアとしてゆるぎない品質と、さらなる進化
をリード。

紙器事業* より美しく、より魅力的に、お客様の販売促進を
バックアップ。

軟包装事業 フィルム包装やラベルなど、美しく包み、優しく保護。

重包装事業 あらゆる産業を支える確かな品質とラインアップ。

海外事業
長年培ってきた最先端のパッケージ品質を世界の
成長市場へ送り出す。

当社グループの中で、6つのコア事業をサポートする運送事業や
機械システム事業も行っています。

* セグメント情報上は、製紙・段ボール・紙器の各事業を包括し、「板紙・紙加工関連事業」としています。



価値創出基盤 バリューチェーン

■ ■ ■ ■ ―― ビジネスモデル ―― 
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当社グループは原紙から段ボール、段ボール箱、紙器までの一貫体制を確立していることに加え、軟包装でもフィルム原反から包装製品まで、川上から川下を
つないだバリューチェーンを事業基盤としています。
今後5年間で、日本国内においては、この事業基盤を支える段ボールのリサイクルシステムに一段と磨きをかけるとともに、フィルムの分野でも同様の循環経済
の実現を志向しつつ、海外においてもバリューチェーンの構築・強化を加速し、業容拡大を図ってまいります。
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バリューチェーンの全体像

循環型ビジネスモデルの強みに一段と磨きをかける。

古紙
購入量240万トン

工場・倉庫・
店舗等 ユーザー

パルプ

樹脂

生分解

分別・回収・
リサイクル

外部調達

印刷・加工

板紙
生産量250万トン

段ボールシート

生産量

42億m2

段ボール箱

生産量

36億m2

外部への販売*

80万トン

* 輸出を含む

他社からの購入

90万トン

外部への販売

6億m2

ビスコース セロファンなど

外販

PPフィルム消費量 約4万トン

フィルム フィルム包装

セロファン生産量 約30万連

製造・販売・出荷

貼合 製函

（注）数値はレンゴー単体および国内連結子会社2024年度実績

製紙

紙器
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価値創出基盤の強化

重点テーマ コア・コンピタンスのさらなる強化に向けて

■ ■ ■ ■ ―― 課題と取組み ―― 
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ビジョンと中長期的な成長の実現に向け、「マテリアリティ（重要課題）への取組み」と「グループ経営の進化/深化」を重要テーマと位置づけ、当社グループとして
の総合力を最大限に発揮できる価値創出基盤の強化に一丸となって取り組んでまいります。
ビジネスにおける強さと、環境・社会に対する優しさを両立させ、持続可能な成長を目指します。

11

各事業の取組み1

板紙・紙加工 重包装 その他

マテリアリティへの取組み

「パッケージプロバイダー」
としての新たな価値創出

地球環境との共生

人を中心におく経営
持続的成長に向けた経営基盤
の強化

グループ経営の進化/深化3

一貫体制の進化/深化

事業環境の変化に対応するため、グループでの連携強化を最優先課題と位置づけ
ています。多様で高度なニーズに対し、グループ横断的に強みを活かすことでシナ
ジーを最大限に発揮できる体制を構築します。

気候変動や人権などのESG課題の内、特に重要なものと特定された分野に経営資源を
集中させていきます。グループ一丸となって社会的課題の解決に取り組むことで、企業
価値を向上させるとともに、持続可能な社会の実現を目指します。

板紙・紙加工＊、軟包装、重包装、海外、その他の5つの事業セグメントがそれぞれの強み
を最大限に活かし、収益性の改善と価値創出力の向上を図ってまいります。

＊事業セグメントの「板紙・紙加工」とは、ヘキサゴン経営の製紙・段ボール・紙器の各事業を総称したものです。

2

軟包装 海外

グローバル経営の進化/深化



■ ■ ■ ■ ―― 課題と取組み ―― 
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板紙・紙加工関連事業は、今後5年間にわたり、持続的な成長のための基盤の強化とイノベーションを追求します。
日本の段ボール業界のパイオニアとして、ゆるぎない品質を堅持し、環境に配慮した製品開発と生産プロセスの
最適化を通じて、省人・省力・省資源化に向けたパッケージの進化をリードしてまいります。また、デジタル技術の
導入や新市場の開拓にも積極的に取り組み、収益性の向上と新たな価値創出につなげてまいります。

2030年に向けた
ビジョン

環境に優しい製品開発と生産性向上で持続可能な未来を実現

ターゲットとなる
経営成績

2030年3月期
売上高・営業利益

2025年3月期

2030年3月期

5,147億円

5,900億円

売上高

2025年3月期

2030年3月期

234億円

360億円

営業利益

リスクと
機会

製品の差別化が難しく、原材料価格の変動や環境規
制の強化といったリスクもあります。
一方、消費者の環境意識の高まりによるリサイクル可
能な製品の需要拡大や、技術革新による生産効率の
向上と新製品開発の機会も存在します。

方 針 環境に優しい製品の開発とリサイクルシステムの強化
を推進します。
また、フルコスト主義のもとで収益性の維持・向上を図
ります。
さらに、技術革新を通じ生産効率を向上させ、コスト削
減を図るほか、持続可能な製品の開発と普及を進める
ことで市場機会を拡大し、競争力を強化します。
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1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

板紙・紙加工関連事業

各事業の取組み1



■ ■ ■ ■ ―― 課題と取組み ―― 
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軟包装関連事業は、今後5年間にわたり、持続的な成長と収益性向上を追求します。環境負荷の低い素材の採用
とリサイクル技術の向上を通じて、環境に優しい製品のラインアップを拡充し、業界でのプレゼンスを盤石なものと
してまいります。このビジョンを通じて、製品の多様化と付加価値の向上を図るとともに、持続可能な社会の実現
に貢献し、ステークホルダーの期待に応えてまいります。

2030年に向けた
ビジョン

一貫体制の強化による新たな価値の創出

ターゲットとなる
経営成績

2030年3月期
売上高・営業利益

2025年3月期

2030年3月期

1,816億円

2,100億円

売上高

2025年3月期

2030年3月期

51億円

120億円

営業利益

リスクと
機会

原材料価格の変動や環境規制の強化、プラスチック使
用規制の強化によるコストアップといったリスクがあり
ます。
一方、市場の環境意識の高まりにより、リサイクル可能
な素材や生分解性のある素材の需要が拡大していま
す。
また、技術革新による製品の多機能化が進み、新たな
市場機会が生まれています。

方 針 フィルムから製品までの一貫体制を確立し、製造効率
と品質を向上させることで競争力を強化するとともに、
環境に優しい素材の開発とリサイクル技術の強化を推
進します。
また、技術革新を活用して製品の多機能化を進め、顧
客の多様なニーズに対応します。
さらに、持続可能な製品のラインアップを拡充し、市場
シェアを拡大することで競争力を強化します。
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1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

軟包装関連事業

各事業の取組み1



■ ■ ■ ■ ―― 課題と取組み ―― 
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重包装関連事業は、今後5年間にわたり、持続的な成長と新市場の創出を目指します。堅牢で環境に配慮した包
装製品と最適なソリューションの提供を通じて、顧客の多様なニーズに応え、業界における競争力を強化します。
また、新製品の開発に積極的に取り組み、新たな市場機会を開拓します。

2030年に向けた
ビジョン

高付加価値分野へのシフトと持続的な成長の実現

ターゲットとなる
経営成績

2030年3月期
売上高・営業利益

2025年3月期

2030年3月期

450億円

560億円

売上高

2025年3月期

2030年3月期

17億円

30億円

営業利益

リスクと
機会

従来の主力であった米麦袋等の農産物向け、嵩高品
向けの包装市場は中長期的に縮小するリスクがありま
す。
一方で、半導体向けなどの高付加価値分野や環境負
荷の低い製品の需要が伸長しており、新たな市場機会
が広がっています。
また、技術革新による生産効率の向上や新製品開発の
機会も存在します。

方 針 需要構造の変化には中長期的観点をもって柔軟に対
応し、高付加価値分野へのシフトを推進します。
新たな需要動向を迅速に把握し、市場拡大機会を確実
に捉えます。
研究開発活動の成果を積み重ねることで顧客の潜在
需要を先取りするとともに、環境に優しい製品の開発と
普及により、競争優位性と持続可能性の向上を図りま
す。
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1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

重包装関連事業

各事業の取組み1



■ ■ ■ ■ ―― 課題と取組み ―― 
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海外関連事業は、今後5年間にわたり、成長を加速させ、グローバル市場でのプレゼンスを強化します。現地パー
トナーとの協力関係を深耕し、地域ごとの特性に応じたニーズに迅速に対応することで競争力を高めます。また、
新興市場への進出にも積極的に取り組み、進出した拠点間の連携によりシナジーを生み出します。これにより、収
益基盤の多様化と新たな事業機会の創出を図ります。

2030年に向けた
ビジョン

積極的な新規展開でグループの成長をけん引

ターゲットとなる
経営成績

2030年3月期
売上高・営業利益

2025年3月期

2030年3月期

2,131億円

3,000億円

売上高

2025年3月期

2030年3月期

49億円

160億円

営業利益

リスクと
機会

グローバルに事業を展開していることに伴う地政学リ
スク、法規制上の問題や競争環境、為替変動といった
市場リスクがあります。
一方で、グローバルな物流需要の増加や新興市場の
成長による需要拡大機会が相対的に大きくなっていま
す。
また、人材をはじめとする経営資源の多様化により、国
内事業とのシナジーが拡大することも期待されます。

方 針 グローバルな物流需要の増加に対応し、重量物包装分
野でのプレゼンスを拡大します。既進出エリアでの事
業の強化とともに、新興市場への積極的な進出を図り
ます。
インドをはじめとするグローバルサウスや北米での事
業拡大を進め、競争力を強化します。これにより、持続
的な成長と収益性の向上を目指します。

V
is

io
n

1
2

0
 

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

海外関連事業

各事業の取組み1
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その他の事業は、今後5年間にわたり、運送、包装システムの分野を中心に競争力を強化してまいります。運送事
業では、ホワイト物流の推進や輸送効率の向上を図り、効率的かつ持続可能な物流ネットワークの確立を目指し
ます。包装システム事業では、当社に蓄積された包装製品に関する知見を踏まえた開発ノウハウを活かし、顧客の
ニーズにきめ細かく対応することで付加価値を高めてまいります。

2030年に向けた
ビジョン

効率化と環境対応でより大きな価値を生む

ターゲットとなる
経営成績

2030年3月期
売上高・営業利益

2025年3月期

2030年3月期

388億円

440億円

売上高

2025年3月期

2030年3月期

20億円

30億円

営業利益

リスクと
機会

運送事業においては、要員確保のコスト（賃上げ、職場
環境改善、デジタル投資など）、環境対策に伴う費用増
等の課題が継続するリスクがあります。
一方で、物流効率の改善やGHG削減を推進すること
での持続可能性の向上が期待されます。
包装システムの分野では、顧客の自動化ニーズの拡大
を捉えることが期待されます。

方 針 運送事業では、フルコスト主義に基づく再生産可能な
利益水準の確保に取り組むとともに、M&Aも活用した
業容拡大を図ります。
包装システム事業では、顧客の多様なニーズに応える
製品を提供し、付加価値を高めてまいります。
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1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

その他の事業

各事業の取組み1
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主要事業である板紙・紙加工関連事業において、環境配慮型製品の拡充を中心に新たな価値の創出につながる基盤の強化に注力します。
環境配慮型製品や社会課題解決型製品のラインアップ強化や付加価値の高い事業領域の拡大を継続するほか、
生産プロセスの革新により温室効果ガス（GHG）削減を推進し、お客様との共創を通じ、企業価値の向上に取り組んでまいります。

板紙・紙加工関連事業

次世代原紙の開発

事業環境と見通し

グループの取組み

環境意識の高まりを受けて、省資源・GHG排出
削減につながる、付加価値の高い原紙のニーズ
がますます大きくなる見込みです。

LCC原紙*に続く、軽量・高強度な段ボール原紙
の開発に取り組んでいきます。
*LCC原紙: Less Caliper & Carbon containerboard

RFIDによる原紙管理システム
の普及促進

事業環境と見通し

グループの取組み

2024年度からのドライバーの時間外労働時間
の上限規制導入に伴い、物流業務の負担軽減
などドライバーの労働環境改善は継続的な課題
となっています。

製紙・段ボール業界において、RFIDによる原紙
管理システムの普及を促進し、物流業務での標
準化を図ります。

バイオエタノール事業への参入

航空業界のGHG削減策としてSAF（持続可能な航空燃料）の使用が義務付け
られる中、SAFの原料となるバイオエタノールの需要が拡大する見通しです。
製紙の前工程のパルプから第二世代バイオエタノール（非可食バイオマス資源
を原料としたエタノール）を生産する技術開発が期待されています。

事業環境と見通し

大興製紙（静岡県富士市）のパルプ生産設備とBiomaterial in Tokyo（福岡
県大野城市）のバイオ技術を活用し、第二世代バイオエタノールの生産技術開
発、商業生産・事業化を目指します。

グループの取組み

2027年度

年産目標

20千kL

板紙・紙加工関連事業 板紙・紙加工関連事業

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

「パッケージプロバイダー」としての新たな価値創出

マテリアリティへの取組み2
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主要事業である板紙・紙加工関連事業において、環境配慮型製品の拡充を中心に新たな価値の創出につながる基盤の強化に注力します。
環境配慮型製品や社会課題解決型製品のラインアップ強化や付加価値の高い事業領域の拡大を継続するほか、
生産プロセスの革新により温室効果ガス（GHG）削減を推進し、お客様との共創を通じ、企業価値の向上に取り組んでまいります。

環境配慮型製品・社会課題解決型
製品のラインアップ強化

環境負荷の低減や、人手不足などの社会課題を
解決するパッケージの需要は今後ますます拡大
する見通しです。

事業環境と見通し

リサイクル可能な各種機能性段ボールや、流通現
場の作業を効率化するリテールメイトシリーズを、
社会のニーズに沿って充実させていきます。

グループの取組み

ＳＰ（セールスプロモーション）事業・
ＣＰ（コントラクトパッケージング）事業の拡大

お客様のさまざまな場面での販売促進を支援す
るSP事業や、商品の詰め合わせを請け負うCP
事業は、付加価値の高いサービスとして成長が期
待されます。

事業環境と見通し

SP・CP事業の業容を拡大し、ワンストップであら
ゆる包装ニーズに対応できる体制を整えていきま
す。

グループの取組み

包装システムの開発・販売の強化

通販・EC市場の拡大が続くなか、包装工程の自
動化・省力化へのニーズはなお伸長する見通し
です。

事業環境と見通し

包装システムのラインアップを拡充するとともに保
守サービスの強化に取り組み、グループ内で連携
して需要の掘り起こし、販売を強化します。

グループの取組み

板紙・紙加工関連事業 板紙・紙加工関連事業 その他の事業

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

「パッケージプロバイダー」としての新たな価値創出

マテリアリティへの取組み2
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フィルム原反から包装製品までの一貫体制を築く軟包装関連事業においても、環境に優しい素材・製品の開発と利用拡大に注力しています。
バイオマス素材を用いた環境配慮フィルムのほか、セルロース関連技術を活用したセロファンやセルロースビーズの生産体制を強化します。使用済みプラスチッ
ク製品のリサイクルシステム構築や、セルロースナノファイバー（CNF）の事業化にも長期的な展望をもって取り組みます。

環境配慮型フィルム製品の開発・
販売の強化

セルロースビーズの用途開発と
生産能力強化

環境意識の高まりを受け、プラスチック包材のバ
イオマス化や再資源化に対する社会的要請の拡
大が見込まれます。

事業環境と見通し

グループ各社が一貫体制の下で連携し、バイオマ
ス包材やモノマテリアル包材の開発、プラスチック
資源循環の取組みを加速させます。

グループの取組み

土壌生分解性、海洋生分解性の機能を有するセ
ルロースビーズは、プラスチック微粒子からの代
替需要が期待されます。

事業環境と見通し

全社横断的な提案活動により、さまざまな分野へ
の用途開発を進め、生産量の拡大を図ります。

グループの取組み

軟包装関連事業 軟包装関連事業

セロファン生産設備リニューアル

生分解性素材やバイオマス度を向上させたフィ
ルム製品へのニーズの高まりを受け、セロファン
やREBIOS®シリーズには底堅い需要が見込ま
れます。

事業環境と見通し

当社武生工場を抜本的にリニューアルし、量・質
ともに競争力のある生産体制の構築を図ります。

グループの取組み

軟包装関連事業

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

「パッケージプロバイダー」としての新たな価値創出

マテリアリティへの取組み2
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当社グループは、気候変動対策を経営の最重要課題と位置づけ、カーボンニュートラルの実現に向けたロードマップのもと、
製品ライフサイクル全体での温室効果ガス排出量削減を推進します。また、事業活動を通じた循環経済拡大への寄与ととも
に、生物多様性の保全や回復を図り、自然資本の維持・向上に努めます。

気候変動への対応

循環経済の拡大

自然資本の保全

温室効果ガスの削減など、事業活動による気候変動への影響を
抑える「気候変動の緩和」と、自然災害によるサプライチェーンの
寸断リスクに備える「気候変動への適応」に取り組みます。

すでに確立されている段ボールの古紙リサイクルシステムをより
堅固なものにするとともに、プラスチックの資源循環など、新たな
システムの実現に取り組みます。

生産活動に不可欠な自然資本を持続可能なものとするため、製
造工程における環境負荷低減やビオトープなどの自然環境の保
全に取り組みます。

主な達成目標（2030年度）

GHG排出量
（Scope1＋2） 46%削減

（2013年度比）

水使用量
原単位 22%削減

廃棄物の
有効利用率 99%以上

（2023年度比）

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

V
is

io
n

1
2

0
 

地球環境との共生

マテリアリティへの取組み2
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人本主義を会社経営の柱に据え、人権の尊重を基本に、安全で働きやすい環境の整備、ゆとりと豊かさの実現、DEIの推進
を通じ、持続的な成長と生産性向上を図る「人を中心におく経営」に取り組んでまいります。

人権の尊重

安全で働きやすい
環境の整備

ゆとりと豊かさの
実現

従業員をはじめ、取引先や顧客など事業に関わる全てのステークホ
ルダーの人権尊重を念頭に、事業活動を通じ企業の社会的責任を
果たします。

業務に携わる全ての人の安全衛生を確保するとともに、労働災害の
撲滅に取り組みます。

従業員が個々の状況に応じたキャリア形成を目指せる柔軟な制度
や環境を整備し、心にゆとりと豊かさをもって働くことがエンゲージ
メント意識の醸成と全要素生産性（TFP）の向上につながる組織風
土を実現します。

主な達成目標（2030年度）

DEIの推進
性別や年齢などにとらわれず多様な人材が互いを尊重かつ受容し
あうことで、一人ひとりの個性や強みが引き出され、シナジーが生み
出される組織を目指します。

人権デュー・ディリ
ジェンス実施率 100%

死亡・重篤災害件数 0件

エンゲージメント調査
の実施率 100%

女性採用比率
（グループ平均） 30%以上

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

人を中心におく経営

マテリアリティへの取組み2
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グループガバナンスの強化やDXを推進することで、経営基盤を整備します。加えて、取引先とのパートナーシップ強化に努
めるとともに、製品の品質と安全性を確保します。これら4つの取組みを通じて、グループ全体の持続的成長基盤をより強固
なものにしてまいります。

グループガバナンス
の強化

DXの基盤構築

取引先との
パートナーシップの
強化

レンゴーグループのガバナンス強化に取り組み、 コンプライアンス
と経営管理水準の維持および向上を図ります。

デジタル技術とそれを扱う人間の調和を実現させ、データの収集
と活用により様々なビジネス課題の解決と社会への貢献を目指し
ます。

環境と社会に配慮した健全な原料調達とパートナーシップ構築宣
言に基づく適正な取引の徹底とともに、強靭なパートナーシップの
構築により、レンゴーグループと取引先相互の発展を目指します。

主な達成目標（2030年度）

製品の品質と
安全性の保証

徹底した品質と安全性の確保により顧客のニーズを満たす製品を
安定的に供給し、顧客満足度の向上を図ります。

主要原材料サプライヤーへの
CSR調達アセスメントの実施

重大な製品不具合の
発生件数 0件

重大な情報セキュリ
ティインシデント発生
件数

0件

重大な腐敗行為の
発生件数 0件

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

持続的成長に向けた経営基盤の強化

マテリアリティへの取組み2
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軟包装関連事業において、M&Aなどを通じてグループ全体のフィルム製造から印刷・加工までの一貫体制を強化し、バリューチェーン全体の最適化や、他の
事業セグメントとの連携を通じた付加価値創造に取り組んでいます。顧客との揺るぎない信頼関係に基づく安定供給体制を基盤に、垂直統合によるシナジーを
最大化し、開発から供給、販売に至るまでの全プロセスで柔軟性と効率性を高めています。これにより、変化する市場ニーズに迅速に対応し、持続的な成長と競
争優位性の確立を目指します。

Primary Activities

フィルム製造 フィルムの出荷と受入れ 印刷・加工

アールエム東セロの子会社化により、プラスチックフィルムの原反生産から印刷・加工
までの一貫体制を強化

Support Activities
朋和産業にR&Dセンターを新設、フィルムの高機能化などの研究開発を推進すると
ともに、徹底した品質管理、グループ横断的なマーケティングを通じ付加価値を拡大

研究開発 品質管理 マーケティング

一貫体制の盤石化とともに、フィルム包装
市場の持続的成長をリードします。

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

軟包装関連事業におけるグループ経営の取組み一貫体制の進化/深化

グループ経営の進化/深化3
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■ ■ ■ ■ ―― 課題と取組み ―― 

今後5年間で海外関連事業の成長を加速させ、アジア、欧州、米国のそれぞれで事業規模の拡大や収益性の向上を図ってまいります。グローバル人材の拡大
やDEIの推進による人的資本の強化、デジタル化などを通じた効率的かつ柔軟な経営体制の整備を通じ、グローバル経営における価値創出基盤の強化を中長
期的な成長につなげ、グループとしての持続可能性を高めてまいります。

24

各事業の成長イメージ

アジア • 重量物包装事業では、中国と同様に業容拡大と利益率の
向上を図ります。

• 軟包装事業では、既存の高い利益率を維持し、安定した
収益を確保します。

• 段ボール事業では、生産性の改善とコスト低減を通じて収
益性の改善を図ります。

（中国除く）

中国 • 重量物包装事業では、業容拡大路線を継続し、利益率の
向上を図ります。

• 軟包装事業では、現地で確立した競争優位性をさらに強
化し、利益率の向上を図ります。

• 段ボール事業では、顧客との信頼関係を強化するとともに、
選択と集中により収益性の改善を図ります。

欧州 • 重量物包装分野で顧客基盤の多様化を図り、業容拡大を
通じて海外関連事業の中長期的な成長を目指します。

米国 • 多くの有力な顧客企業が集積し、世界最大の経済規模を
誇る市場においてプレゼンスを高めていくための成長基
盤を築きます。

2025/3  2030/3

1 各事業の取組み >> 2
マテリアリティへの
取組み

>> 3
グループ経営の進化/
深化

グローバル経営の進化/深化

グループ経営の進化/深化3
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■ ■ ■ ■ ―― 経営指標 ―― 

はじめに ——————— 4 エグゼクティブサマリー

5年間のメインテーマ

基本理念

ビジネスモデル ————— 8 ヘキサゴン経営

バリューチェーン

経営指標 ——————— 26 キャッシュ・アロケーション

財務指標

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

課題と取組み ————— 11 重点テーマ

各事業の取組み

マテリアリティへの取組み

グループ経営の進化/深化

1

2

3



営業利益

2,900 

減価償却費

3,200 

政策保有株式売却ほか

300 

負債調達等

2,300 

8,700 
キャッシュ・インフロー

キャッシュ・アロケーション

■ ■ ■ ■ ―― 経営指標 ―― 
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ビジョンの期間累計（2026/3期～2030/3期）では、フリー・キャッシュフローを800億円(売上高累計5.4兆円、FCFマージン1.5%)とする計画です。設備投
資・M&Aについては、基盤投資に55%のほか、サステナビリティ投資に10％、成長投資に20％、移転・リニューアルに15%を配分する方針です。 また、2030
年3月期末時点における配当性向30%に向けた累進的な配当を行うとともに、政策保有株式については純資産比10％未満を目指し売却を進めます。

設備投資・

M&A

4,700 

法人税等

900 

負債返済

2,500 

配当金

600 

8,700 
キャッシュ・アウトフロー

億円 億円

55% 

15% 

20% 

10% 

設備投資・M&Aの内訳

サステナビリティ投資

成長投資

移転・リニューアル

基盤投資（維持・更新等）

フリーCF

800億円

キャッシュ・アロケーションの方針

剰余金の配当

政策保有株式
の売却 純資産比10%未満を目指す

（2030/3期末時点）

配当性向 30%

（2030/3期末時点）

利益成長にあわせた増配を
目指す累進的な配当

5カ年累計でのキャッシュ・インフローとアウトフロー
2026/3 - 2030/3

50% 

20% 

20% 

10% 

2021/3 – 2025/3 2026/3 - 2030/3

3,980
億円

4,700
億円

直近5カ年累計との比較



財務指標

■ ■ ■ ■ ―― 経営指標 ―― 
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当社グループは、ビジョン最終年度となる2030年3月期に向け、ネット有利子負債EBITDA倍率2.6倍を目線に健全な財務基盤を堅持しつつ、経常利益率
6％、ROE8.5％を目指し収益性および効率性の向上に努めてまいります。
グループ一丸となり、ステークホルダーの皆様に信頼される企業を目指し、持続可能な成長を実現するための取組みを力強く推進します。

損益計算書

売上高 12,000億円

営業利益 700億円

経常利益 720億円

当期純利益 490億円

親会社株主に帰属する

貸借対照表

自己資本 5,900億円

有利子負債 4,300億円

総資産 14,000億円

D/E レシオ 0.7倍

ネットD/Eレシオ 0.6倍

自己資本比率 43％

減価償却費* 650億円

EBITDA 1,350億円

*のれん償却額を含む

2025年3月期 2030年3月期

財務KPI

ネット有利子負債
EBITDA倍率 3.8倍 2.6倍

2025年3月期 2030年3月期2025年3月期 2030年3月期

6.5% 8.5%9,933億円

374億円

392億円

290億円

4,640億円

4,485億円

12,431億円

1.0倍

0.8倍

37.3%

596億円

971億円

ROE
(自己資本利益率)
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